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][ －・一‘－30分煮沸鴻液1.0cc. t法射ノ場合
j ....・ H ・－－肉汁 1.0 cc. I 
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・
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第七庖l各注射材料ト喰菌子数トノ関係
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過
少
ヲ
来
シ
某
ノ
程
度
A
生
瀦
液
強
大
－
一
シ
ア
肉
汁
－
一
ア
9
4
7
A
白
血
球
ノ



過
少
ヲ
来
ス
コ
ト
ナ
ク
却
ア
白
血
球
、
過
多
ヲ
惹
起
セ

9
0

。。。。。

三・

O
括
注
射
ノ
場
合
A

生
・
業
雨
漏
液
三
了

O
耗
注
射
ノ
場
合
ヨ
叩
ノ
モ
猶
ホ
一
層
強
キ
白
血
球
過
少
ヲ
来
セ

9
0
而
ジ
ア
葉
ノ
程
度
A

生

、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、
、
、

減
液
A

煮
沸
鴻
液
－
一
比
uv
遁
カ
－
一
強
大
ナ
咽
ノ
キ
。
肉
汁
－
一
ア

9
－7
A

三・

O
耗
－
一
於
－
プ
テ
へ
毛
白
血
球
過
少
ヲ
来
ス
コ
ト
ナ
ク
却
ア
白
血
球
、
過

多
ヲ
来
シ
其
ノ
程
度
A

一・

O
及
ピ
ニ
・

O
耗
注
射
ノ
場
合
ヨ

9
2地
カ
ニ
強
大
ナ
リ
ノ
キ
。

以
上
ノ
所
見
A

生
滅
液
ノ
毒
力
A

最
モ
強
大
－
一
ジ
ア
煮
沸
鴻
液
ノ
ソ
レ
A

遺
カ
－
一
弱
小
ナ
Y

コ
ト
ヲ
指
示
ス
U
Y

毛
ノ
ナ
リ
ノ
。
郎
チ
『
生
瀦
液

乙
7
0括
』
注
射
ノ
場
合
ト
『
煮
沸
瀦
液
／
三
・

O
括
』
注
射
ノ
場
合
ノ
白
血
球
敷
動
揺
曲
線
ヲ
比
較
ス

Y
ト
キ
A

前
者
ガ
猶
ホ
毒
カ
大
ナ
Y

コ

ト
ヲ
知
y
。
故
ュ
生
・
実
雨
滅
液
毒
カ
ノ
比
A

－
一
割
－
・
五
以
上
ト
ナ

Y
理
ナ

y
。
而
ジ
ア
肉
汁
A

最
モ
弱
小
ナ
Y

毛
ノ
ト
判
定
し
V

得
。
へ
シ
。
生

煮
雨
鴻
液
ノ
劃
海
炉
、
最
小
致
死
量
ヲ
求
メ
タ
Y
場
合
（
了
・
一
・
三
八
）
ト
白
血
球
像
ヲ
検
シ
タ

Y
場
合
ノ
数
字
上
ノ
毒
カ
ノ
比
（
了
・
一
・
五
）

L

A

稿
々
相
違
ア

y
ト
雄
大
韓
－
一
於
ア
A

相
一
致
シ
ア
生
鴻
液
A

柔
減
液
－
一
比
U
J

造
カ
－
一
毒
力
強
大
ナ
Y

コ
ト
ヲ
表
示
ジ
タ

9
0

八

所

見

考

察

上
越
ノ
如
ク
柔
沸
鴻
液
A

喰
蘭
子
敷
－
一
於
ア
モ
喰
菌
宰
－
一
一
於
－
プ
毛
造
カ
－
一
生
滅
液
－
一
勝
9
封
照
h
p
y
肉
汁
A

此
ノ
雨
者
－
一
比
ジ
常
－
一
弱
小

ナ
リ
ノ
キ
。
此
ノ
際
各
注
射
材
料
ノ
示
シ
得
タ
Y
血
液
一
立
方
粍
内
白
血
球
敷
ノ
増
加
率
A

生
鴻
液
最
大
－
一
ジ
ア
煮
沸
鴻
液
之

v
－
二
血
ギ
肉
汁
最

小
ナ
リ
キ
。
而
シ
ア
三
者
ノ
毒
力
毛
亦
タ
生
滅
液
最
大
－
－
シ
ア
煮
沸
繍
液
A

逢
カ
ニ
弱
小
ナ
リ
キ
。
斯
ノ
如
ク
白
血
球
増
加
率
ノ
大
ナ
U
F

生
鴻

除
ゎ

y
p
b’
r恥
げ
や
・
勝
争
卦

ρ
が
ん
ハ
…
れ
い
か
ゆ
恥
め
一
一
於
戸
一
造
い
山
中
小
酌
勢
象
旺
恥
h
h
f
い
の
い
戸
一
世
一
幹
の
め
付
ゎ
ト
。

之
ヲ
思
プ
ニ
生
櫨
液
－
一
ア
リ
ア
A

煮
沸
鴻
液
－
一
比
シ
進
カ
ニ
毒
力
強
大
ナ
Y
ガ
故
－
一
コ
レ
ガ
注
射
セ
ラ
レ
タ

Y
場
合
A

一
方
毒
作
用
顕
著

ユ
現
A

V

－
プ
白
血
球
ノ
激
増
ヲ
促
ジ
、
他
方
業
中
ニ
A

兎
疫
一
克
ト
ジ
ア
ノ
本
来
ノ
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y
勢
力
ガ
合
有
セ
ラ

y
、
ヲ
以
－
プ
ノ
故
－
一
、

血
中
白
血
球
ノ
出
現
A

多
数
ア
示
シ
タ

y
ジ
ニ
係
－
プ
ズ
喰
菌
子
敷
A

弱
小
ナ

y
ジ
ノ
結
果
ア
来
セ

Y

モ
ノ
ニ
ジ
ア
、
之
－
一
反
シ
煮
沸
鴻
液
－
一
ア

リ
ア
A

煮
沸
－
一
ヨ

2
プ
毒
作
用
減
弱
セ
ラ
レ
而
シ
ア
兎
疫
一
克
ト
ジ
ア
ノ
本
来
ノ
作
用
A

依
然
保
持
セ
ラ
レ
居
u
y

ガ
故
一
一
注
射
後
ノ
毒
作
用
少

ク
、
純
然
タ
Y
免
疫
元
性
能
働
力
ノ
ミ
十
分
－
一
稜
揮
セ
ラ
レ
、
以
－
プ
比
械
的
白
血
球
数
ノ
増
加
A

小
数
ナ
リ
ノ
ジ
－
一
毛
係
ク
ズ
喰
菌
子
数
ノ
大
ア
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以
上
ノ
考
察
A

黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ガ
血
中
ニ
於
ア
自
然
喰
盤
作
用
ヲ
受
ク

Y
場
合
ヲ
指
．
楳
ト
ナ
ジ
ア
以
ア
赤
痢
菌
ヨ
リ
セ

Y

生
抗
原
A

其

ノ
喰
憶
ア
却
ア
問
害
ス

Y

ニ
反
ジ
同
提
癒
液
A

却
－
プ
其
ノ
喰
儲
作
用
ヲ
催
進
ス

Y
ノ
能
力
ア
M
Y

モ
ノ
タ
M
Y

コ
ト
ア
立
謹
シ
仰
げ
タ
グ
衣
第
ナ

y

ガ
此
ノ
観
察
A

敢
－
ア
必
ズ
シ
モ
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ガ
喰
燈
セ
－
フ

Y

、
場
合
－
一
限
内
y
e
プ
ノ
ミ
立
謹
セ
－
フ
Y
ペ
キ
事
貫
－
二
非
ズ
シ
－
ア
如
何
ナ
u
y

菌
膿
h
p
u
F
7
問
A

ズ
凡
－
プ
兎
－
ご
河
ニ
一
一
般
－
一
『
血
中
ニ
於
ケ
M
Y

喰
佳
作
用
』
ナ
Y

モ
ノ
ガ
赤
痢
菌
生
掠
液
－
一
－
プ
A

却
ア
川
守
セ
ラ

Y

、
ノ
傾
向

ア

y
、
同
業
摘
液
－
一
－
ア
A

却
ア
促
進
セ
ラ
レ
、
南
者
成
績
ノ
間
二
顕
著
ノ
差
ヲ
示
ス
モ
ノ
タ
Y

コ
ト
ュ
蹄
着
ス
ペ
キ
モ
ノ
h
p
y

コ
ト
A

何
人
ニ

モ
異
論
ノ
無
キ
所
ナ

Y
ぺ
シ
。

故
ュ
此
ノ
考
察
ヨ
リ
ジ
ア
更
－
二
歩
ヲ
進
ム
山
戸
時
A

赤
痢
菌
鰹
叉
A

赤
痢
菌
溶
液
性
物
質
又
A

此
ノ
ニ
因
子
ノ
悦
和
物
ナ
u
y

赤
痢
菌
「
ヲ
ク

。。

チ
ン
」
ガ
身
躍
中
ニ
一
於
ア
喰
燈
セ
－
フ
U
F

、
二
百

y
－
プ
ソ
レ
ガ
生
態
ナ

Y
時
A

ソ
レ
自
身
ガ
喰
燈
セ
ラ
レ
難
キ
ノ
ミ
ニ
止
－
プ
ズ
シ
ア
偶
然
組
織
中

、
、
、
、
、
、
、
、
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
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、

ニ
侵
入
セ
U
Y

他
穂
細
菌
－
一
封
ス

Y
喰
燈
作
用
モ
亦
タ
低
下
ス

Y

毛
ノ
ナ

9
0
之
ニ
反
シ
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レ
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一
定
度
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沸
ヲ
受
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ナ
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時
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郎
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．
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．
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、

チ
煮
沸
抗
原
ナ
U
Y
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A

Y
レ
自
身
ガ
喰
嘘
セ
ラ
レ
易
キ
ノ
ミ
ユ
止
ラ
ズ
シ
ア
偶
然
組
織
中
－
一
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Y
他
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菌
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一
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燈
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用
毛
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是
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－
一
重
大
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Y
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－
一
シ
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生
態
見
疫
元
注
射
後
－
一
於
ク

Y
局
所
及
ピ
全
身
反
感
f

大
ナ
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コ
ト
ノ
理
由
及
ピ
他
精
細
菌
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依
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疲
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結
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ト
シ
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ア
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業
ノ
佃
健
ガ
躍
患
ス
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w
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事
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質
ヲ
説
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し
V

得
w
y

質
験
的
基
礎
ヲ
示
シ
得
タ
w
y

毛
ノ
ト
謂
ツ
ペ
キ
ナ
リ
y
。
卸
チ
問
題
A
A寸
ヤ
生
・
蓑
雨
見
疫
元
何
レ
ガ
果
ジ
ア
効
果
大
ナ
ル
カ
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
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、
．
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．
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．． 
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ノ
貼
－
一
ノ
ミ
止
－
フ
ズ
シ

ey
生
免
疫
元
A

一
般
的
－
一
有
害
ナ
U

F

ζ

反
ジ
煮
免
疫
元
A

無
害
ナ

Y

コ
ト
ノ
貼
－
一
モ
波
及
セ

Y

モ
ノ
ナ

y
。
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レ
皐
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、
、
．
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、
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省
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黙
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毛
ノ
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シ
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蓋
ジ
生
－免
疫
元
中
二
A

何
ノ
種
類
タ

Y
カ
ヲ
問
A

ズ
其
中
－
一
A

自
然
喰
菌
作
用
ヲ
阻
止
ス

Y
物
質
ア
リ
ノ
ア
而
ジ
ア
此
ノ
阻
止
的
作
用
A

菌

種
族
固
有
性
ヲ
有
セ
ザ
Y
ガ
故
－
一
営
該
菌
耀
（
乃
至
菌
物
質
）
ノ
ミ
－
一
止
タ
ズ
凡
ア
一
切
ノ
喰
菌
作
用
－
一
向
ッ
ア
均
シ
ク
阻
止
的
ニ
作
用
ス
M
F

4t

ノ
タ

Y

コ
ト
A

銃
二
勝
呂
博
士
－
一
司

y
－Y
立
謹
セ
ラ
レ
、
高
松
石
雄
氏
－
一
ヨ

y
－7
追
認
セ
ラ

ν
タ
Y
所
ナ
η
ノ。

A
1
ヤ
余
等
ノ
上
記
貫
験
結
果
毛
亦
タ
此
ノ
説
ヲ
是
認
セ
ザ
Y
ヲ
得
ず
Y

－一至
ν

Y
ガ
如
ジ
。
郎
チ
余
等
ノ
場
合
－
一
－
プ
A

赤
痢
菌
ゴ

y
セ
u
y
生

滅
液
業
鴻
液
ノ
比
峡
－
一
於
ア
生
鴻
液
A

喰
盤
作
用
ノ
指
標
ト
ジ
ア
任
意
－
一
持
チ
来
タ
セ

Y
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ノ
喰
燐
作
用
ヲ
明
白
ニ
阻
害
セ

Y
ニ
反
U
J

業
滅
液
A

明
白
－
一
之
ヲ
催
準
セ

Y
ナ

y
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然

ν
ド
モ
『
赤
痢
菌
ノ
生
漏
液
A

一
般
的
－
一
喰
菌
作
用
ヲ
阻
害
ス
』
ト
矯
ス
モ
其
中
ニ
ア
毛
同
名
赤
痢
蘭
ノ
喰
儲
ヲ
他
菌
ヨ
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毛
一
特
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抑
制
度

－
一
阻
害
ス

Y
ノ
性
質
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モ
ノ
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ヤ
否
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、
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性
質
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ノ
菌
種
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固
有
性
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ヂ
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立
讃
セ
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レ
ザ
M
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モ
ノ
ト
ス
グ
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分
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上
F
意
義
ヲ
有
ス

Y

－一至司ノ
タ
Y
モ
／
ト
ス
。

論
者
或
A

白
川
シ
「
生
鴻
液
－
一
ア
A

喰
菌
作
用
ガ
小
、
煮
沸
液
－
て
プ
A

大
ナ

y
ジ
理
由
A

決
h

V

F

プ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ナ
w
y
物
質
（
勢
力
）
ノ
有
無

如
何
－
一
関
係
ス

Y
・
次
第
－
二
ア
ラ
ズ
ジ
ア
『
生
滅
液
－
一
ア
A

毒
力
大
』
ナ

Y
潟
－
一
白
血
球
ガ
中
毒
セ
－
フ
レ
ア
充
分
－
一
喰
商
作
用
ヲ
替
ム
コ
h
能

A

ず

y
ジ
ユ
反
ジ
一
「
蓑
掠
液
－
一
－
7

A

毒
力
小
』
ナ

9
ジ
ガ
鴻
－
一
喰
細
胞
A

中
毒
セ
ラ

y
、
コ
ト
無
ク
充
分
－
一
本
然
ノ
性
能
ヲ
稜
揮
ジ
得
タ

Y
迄．

ノ
ゴ
ト
ナ
リ
ノ
。
牽
モ
〔
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
存
在
ト
カ
消
失
ト
カ
ヲ
意
味
ス

Y
究
第
－
一
A

非
ず
Y
ナ
η
ノ
ト
。

以
上
ノ
如
キ
異
議
A

一
腰
傾
聴
－
一
値
ス

Y
ガ
如
ジ
ト
雄
、
余
等
ノ
賞
験
結
果
－
一
ア
A

其
ノ
然
－
プ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
立
競
シ
得
－
プ
除
リ
ノ
ア

Y

モ
ノ
ト

ス
。
郎
チ
・
究
ノ
諸
知
ヲ
．
吟
味
ス

Y

コ
ト
ニ
依
9
4
7
果
ジ
ア
毒
力
ノ
差
ガ
原
因
ト
ナ
リ
ノ
ジ
ガ
震
－
一
喰
菌
作
用
－
一
大
小
ノ
差
ヲ
惹
起
セ
ジ
モ
ノ
ナ

Y
カ
否
カ
ヲ
判
定
シ
得
ペ
キ
ナ

9
0

第
一
。
生
滅
液

7
0
括
ヨ
可
ノ
ヱ
免
鴻
液
一
・
わ
括
ノ
方
ガ
毒
力
過
大
ニ
失
シ
タ

y
ジ
ガ
潟
－
一
生
癒
液
－
一

4
7
A
喰
細
胞
ガ
中
毒
セ
ラ
レ
ア
サ
ア

第
四
谷
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著
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五
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第
四
谷

「園、

原

著
L」

猪

口

八．

/¥ 

（
第
六
披

六
O
〉

コ
ソ
喰
燐
作
用
ガ
阻
害
セ
ラ

Y

、
二
至

y
夕
日
ノ
ト
ノ
解
稗
ガ
正
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
y

セ
バ
生
滅
液
ノ
用
量
ヲ
一
・

O
括
ヨ
リ
了
五
路
－
一
増
大
ジ
タ

y
場
合
ニ
A

一・

O
括
ノ
場
合
ヨ
η
ノ
モ
夏
目
二
層
強
ク
喰
菌
作
用
ガ
間
害
セ
ラ

Y
ペ
キ
A

理
ノ
常
然
ナ

y
。
然
レ
ド
モ
事
貫
A

之
－
一
反
シ
生
滅

液
一
・

O
括
一
一
ア
ノ
喰
菌
子
A

二
六
二
・
玉
、
喰
商
産
－
A

四
・
四
ニ
シ
ア
生
滅
液
一
・
五
括
ア
以
－
ア
ノ
喰
繭
子
A

二
八
四
・

O
、
喰
雨
恋
T

A

五
・
七
ナ

リ
ノ
キ
。
印
チ
明
白
ニ
増
大
セ

9
0故
二
一
骨
カ
ガ
師
、
烈
－
一
失
シ
タ
リ
ノ
シ
ガ
震
－
一
生
滅
液
ヲ
以
ア
ノ
方
ガ
喰
菌
作
用
劣
弱
ナ

y
シ
衣
第
－
一
ア
A

非
ザ

、
‘
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

W
Y
2

ト
ヲ
認
メ
得
可
キ
ナ
リ
ノ
。
郎
チ
毒
カ
ノ
相
違
ガ
原
因
ヲ
潟
セ

Y

ニ
A

ア
ラ
ズ
シ
ア
生
・
実
雨
漏
液
ノ

7
0
括
宛
乃
至
了
五
蛇
宛
ノ
有
ス

、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

Y
相
互
抗
原
性
能
働
力
ノ
相
違
ガ
原
因
ト
ナ

y
－
プ
此
ノ
如
キ
喰
菌
作
用
ノ
差
ヲ
来
し
v
b
y
y
’
次
第
ナ
Y

コ
ト
ヲ
認
識
セ
ザ
Y
ペ
カ
ラ
ザ
Y
ナ

y
J

而
ジ
ア
此
ノ
如
ク
相
互
抗
原
性
能
働
力
ノ
相
違
ノ
起
Y
原
因
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
有
無
－
一
ア
説
明
セ
ラ

Y
ペ
キ
ナ
7
0

第
二
。
最
小
致
死
量
測
定
結
果
ヨ

y
ス
レ
バ
煮
封
生
雨
滅
液
毒
力
ノ
比
A

－
劃
一
・
一
一
一
八
約
一
・
四
ナ
リ
ノ
キ
。
白
血
球
移
動
曲
線
ノ
観
察
（
第
一

二
闘
）
－
一
依
レ
バ
生
摘
液
二
・

0
ト
業
鴻
液
三
・

O
ト
A

略
ポ
同
一
毒
力
ナ
y
d
N

如
キ
屯

y
v
－
て
プ
モ
生
櫨
液
二
・

O
ノ
方
ガ
稿
々
強
毒
ナ
Y
ヲ

認
で
故
－
一
毒
力
ノ
比
A

費
調
生
約
一
割
－
・
四
（
詳
ジ
ク
日
ヘ
バ
エ
三
・
五
以
下
）
ト
認
定
ス

Y

モ
大
過
ナ
ク
最
小
致
死
量
測
定
ノ
結
果
ト
略

ポ
一
致
ス

Y
ヲ
見
y
o
然
Y

－
一
生
滅
液
一
・

O
括
ヲ
以
ア
ノ
喰
蘭
子
ノ
債
A

二
六
＝
・
五
、
喰
菌
率
A

四
・
四
ニ
シ
ア
之
ニ
一
割
ジ
業
鴻
液
一
・
五

路
ヲ
以
ア
ノ
喰
菌
子
二
二
五
回
・
五
、
喰
蘭
率
A

六・

O
ユ
ジ
ア
格
段
ノ
相
違
ヲ
示
シ
ア
非
常
－
一
大
ナ
Y
ヲ
認
ム
。
生
滅
液
一
・

O
路
ト
同
一
使

用
量
ナ
Y

一・

O
括
－
一
－
プ
サ
ヘ
モ
煮
鴻
液
ヲ
以
－
プ
ノ
喰
菌
子
λ

二
九

0
・
0
、
喰
商
率
A

五
・
五
－
一
ジ
－
プ
低
二
生
瀦
液
ニ
於
ア
ヨ

y
モ
大
ナ
Y

モ

ノ
ナ
柑
ノ
。
然
Y

－？
A
1
ヤ
毒
カ
ガ
相
々
略
ポ
均
等
－
一
近
キ
業
滅
液
一
・
玉
括
ヲ
以
ア
ノ
喰
菌
作
用
ハ
上
記
ノ
如
ク
夏
－
一
非
常
－
一
大
ナ
Y
ヲ
知
U
F
O

故
ュ
此
ノ
貼
ヨ

9
観
測
ス

Y

モ
「
毒
力
」
ノ
相
違
ガ
原
因
ヲ
潟
ジ
ア
而
シ
ア
喰
菌
作
用
ニ
相
違
ヲ
来
シ
タ
Y

モ
ノ
－
一
ア
A

非
ザ
Y

ヨ
ト
ヲ
確
認

ジ
得
ペ
キ
ナ

y
。

第
三
。
生
滅
液
ノ

一・

O
耗
ト
蓑
滅
液
f

了

O
括
ト
ヲ
比
峻
ス

Y
時
A

生
滅
液
ノ
方
ガ
毒
力
大
ナ
Y

毛
ノ
タ
Y

コ
ト
A

何
人
ユ
モ
異
論
ナ
キ

所
ナ

9
0
然
レ
ド
モ
其
ノ
際
ニ

y
レ
等
ヨ
リ
ノ
モ
毒
カ
ガ
更
－
一
大
ナ
Y
ペ
キ
葡
萄
朕
球
菌
液
ノ
一
・

O
括
（
0
・
0
O
T
一
五
耗
ノ
商
韓
）
ヲ
合
併
ス

y
時
A

生
・
煮
雨
漏
液
毒
カ
ノ
相
違
A

大
ニ
輯
減
セ
ラ

Y

、
ニ
至
Y

毛
ノ
ナ

y
。
（
高
松
・
都
築
・
藤
森
・
山
本
諸
氏
論
文
丞
照
）
。



余
等
ノ
貫
験
ノ
場
合
－
一
ア
モ
其
ノ
然
Y

コ
ト
ヲ
認
メ
得
Y
ナ

y
。
郎
チ
第
二
表
－
一
－
7

A

生
鴻
液
一
・

O
括
乃
至
煮
鴻
液
了

O
括
ノ
ミ
ヲ

注
射
セ
ラ
レ
タ

Y
際
ノ
白
血
球
ノ
増
加
率
ガ
示
＋
ノ
レ
タ

9
。
之
－
一
依
レ
バ
蓑
鴻
液
ア
以
ア
ノ
増
加
率
・
7

－
O
Oナ
Y
標
準
－
一
取
Y
時
A

生
滅
液

ヲ
以
－
Y
ノ
y
v
A
九
六
ヲ
示
ス
ペ
シ
U

郎
チ
生
櫨
液
－
一
ア

A
白
血
球
過
少
ノ
程
度
ガ
業
漏
液
ヨ

y
毛
大
ナ
Y
ヲ
示
セ

9
。然
Y

－
一
第
七
表
－
一
一
不

サ
レ
タ
Y
所
見
－
一
一
依

ν
バ
此
ノ
煮
漉
液
一
・

O
蛇
ト
生
滅
液

7
0耗
ト
ノ
双
方
－
一

y
レ
ゾ
レ
同
一
葡
萄
朕
球
菌
液
一
・

O
託
、

0
・
0
0三
五
指

ノ
菌
鰻
ヲ
合
併
U

て
プ
注
射
シ
タ

Y
結
果
ト
シ
ア
雨
者
試
獣
ノ
示
シ
タ

Y
血
中
白
血
球
数
ノ
動
揺
ノ
悲
T

A

業
瀦
液
動
物
－
一
F

A

五
・
一
－
一
五
、
生
減

液
動
物
－
一
ア
A

五
・
五
八
ヲ
示
シ
タ

y
。
之
ァ
業
櫨
液
動
物
ノ
方
ノ
敷
ヲ
－

o
Oナ
Y
標
準
－
一
ア
示
ス
時
A

生
繍
液
動
物
－
一
4

7

A

－
O
四
ト
ナ

y
可
シ
。
是
即
チ
生
・
実
雨
鴻
液
ノ
同
一
量
－
一
向
ツ
ア

y
v
ヨ
リ
ノ
モ
毒
力
ノ
更
－
一
大
ナ
Y
菌
液
（
菌
液
－
一
限
Y

－
一
非
ズ
、
何
ナ
9
ト
毛
毒
力
大
ナ

y
免
疫
元
）
ノ
一
定
量
宛
ア
合
併
（
混
和
シ
タ

Y
モ
ノ
ヲ
注
射
ス

Y
カ
叉
A

三
十
分
前
カ
後
カ
ュ
別
々
四
一
注
射
）
し
て
ア
作
用
セ
ジ
ム

Y
時
A

其
際

－
一
於
ア
A

雨
者
試
獣
－
一
輿
ヘ
タ
Y
毒
力
ノ
関
係
A

殆
ン
ド
均
等
ト
ナ
9
得
タ

Y

コ
ト
ヲ
明
示
セ

Y
モ
ノ
ナ

y
。

郎
チ
此
ノ
如
ク
毒
カ
ノ
関
係
ガ
殆
シ
ド
均
等
ト
ナ
9
タ

Y
場
合
－
一
一
於
ア
業
鴻
液
動
物
血
中
二
一
於
ケ
w
y

喰
商
作
用
A

生
鴻
液
動
物
血
中
－
一
一
於

ケ
Y
喰
菌
作
用
ヨ

9
モ
五
・
五
封
四
・
四
ノ
差
ヲ
以
－
7
頴
著
ニ
大
ナ
Y

コ
ト
ガ
立
誼
セ
ラ
レ
タ

y
u
（
第
七
表
）
。
於
－
7
余
等
ノ
骨
除
妙
恥
一
戸

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A

毒
カ
ノ
相
違
ガ
此
ノ
如
キ
喰
菌
作
用
ノ
差
ヲ
惹
起
シ
タ

Y
衣
第
－
一
－
Y
A
非
ラ
ザ
Y

コ
ト
ガ
確
貫
－
一
立
謹
セ
ラ
レ
居
Y
毛
ノ
ナ

y
ト
ス
円

以
上
ノ
説
明
－
一
ア
余
等
ノ
捕
へ
得
タ
Y
所
見
印
チ
『
喰
菌
作
用
大
小
ノ
相
違
』
A

生
・
柔
雨
漏
液
ノ
「
毒
力
」
ト
A

全
ク
無
関
係
ナ
Y

毛
ノ
タ

y

ヨ
ト
ヲ
認
識
ジ
得
ア
像
リ
ノ
ア

Y
ヲ
費
ュ
。

然
－
ブ
バ
此
ノ
如
キ
差
別
ノ
由
来
ス

Y
原
因
A

何
V

ユ
在
Y
ペ
キ
カ
。
事
質
上
ヨ

y
言
ヘ
バ
等
ジ
ク

一
方
A

生
態
、
他
方
A

婿
氏
百
度
三
二
十
分
間
加
熱
セ
ラ

ν
タ
Y

コ
ト
ノ
相
違
一
一
蹄
ス
U
Y

モ
ノ
ナ

9
0

サ
ア
細
菌
性
溶
解
性
物
質
ヲ
加
熱
ス

Y
時
A

毒
力
ガ
減
弱
ス

Y
以
外
－
一
其
ノ
中
ニ
合
有
セ
ラ
レ
タ

Y
有
効
成
分
（
菌
物
質
）
モ
亦
タ
一
定
度

迄
A

獲
性
ス

Y
モ
ノ
ト
考
ヘ
ラ

Y
可
γ
。
而
シ
ア
今
ヤ
上
文
－
一
通
ペ
タ

Y
ガ
如
ク
毒
力
ノ
関
係
ヲ
除
外
シ
得
タ
U
Y

ヲ
以
ア
実
櫨
液
ガ
熱
－
一
ヨ

9

ア
捷
性
セ
ラ
レ
タ

Y

ヨ
ト
ガ
大
ナ

Y
喰
蘭
作
用
ヲ
惹
起
ス

Y

ユ
至

y
ジ
原
因
ナ
9
ト
ジ
ア
考
フ
ペ
キ
カ
。
此
ノ
如
キ
熱
的
（
理
皐
的
）
縫
性
ガ

7
0括
乃
至
一
・
五
鉛
ノ
櫨
液
ナ
ラ
バ
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第
四
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r、
原

著
、~

猪

ロ

八
四

O

（
第
六
時
蜘

六
二
）

起
9
タ
Y

毛
ノ
ト
般
定
ス
U
Y

毛
、
ソ
レ
ガ
何
故
－
一
大
ナ
U
F

喰
荷
作
用
ァ
惹
起
ス

Y

二
至
Y
ヤ
A

説
明
セ
ラ
レ
得
d
y
u
y

ナ
uJ
。

此
際
余
等
ノ
所
見
守
ノ
解
棒
、
ν
得
u
y

唯
一
ノ
方
法
A

生
態
溶
解
性
菌
物
質
中
二
一
種
ノ
喰
菌
作
用
阻
止
物
質
ノ
混
在
ア

Y

ヨ
ト
ヲ
推
定
シ
而

ジ
ア
此
ノ
物
質
A

百
度
二
十
分
ノ
煮
沸
－
一
ア
全
ク
非
働
性
ト
ナ
レ
ド
毛
「
喰
菌
作
用
フ
促
催
ス

Y
性
ヲ
有
ス

Y
商
物
質
」
A

熱
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
毛
一
獲

化
ヲ
受
ケ
ズ
或
A

ヨ
ジ
擾
化
ス

Y

モ
ノ
ト
ス

Y

モ
其
ノ
程
度
微
弱
ナ
リ
ノ
ト
考
ア
ペ
キ
以
外
－
二
通
営
ナ
Y
説
明
方
法
無
キ
ガ
如
シ
。

。

。

。

。

。

。

即
チ
生
漏
液
－
一
ア
A

元
来
此
ノ
阻
止
的
物
質
ノ
存
在
－
一
ヨ
リ
ア
喰
菌
作
用
ガ
一
定
度
マ
デ
阻
止
セ
ラ

ν
居
タ
Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
煮
櫨
液
－
一
ア

A

此
ノ
阻
止
作
用
消
失
ス
y
d
N

故
－
7
A
1
ヤ
全
幅
／
作
用
ヲ
費
探
シ
以
ア
生
鴻
液
ユ
於
ケ

Y

ヨ
リ
モ
大
ナ
Y
喰
商
作
用
ヲ
惹
起
シ
タ
Y

毛
ノ
エ

ジ
ア
是
ガ
郎
チ
『
此
f

鴻
液
ガ
元
来
ノ
有
ス

Y
所
ノ
正
味
ノ
能
力
ノ
費
揮
セ
ラ
レ
タ
Y

モ
ノ
ナ
リ
』
ト
考
フ

Y

コ
ト
ナ

9
0

k

以
上
ノ
考
察
A

郎
チ
鳥
潟
数
授
ノ
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
皐
設
－
一
他
ナ
ラ
ザ
Y

モ
ノ
ナ
η
ノ
。
即
チ
余
等
ノ
所
見
A

（
こ
喰
商
作
用
ニ
於
ケ
U
F

「
イ
ム

ベ
ヂ
ン
」
現
象
ヲ
立
読
シ
得
。
（
ニ
）
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
作
用
－
二
商
樟
族
固
有
性
無
キ
コ
ト
ヲ
明
白
ナ
ラ
ジ
メ
。
（
三
）
喰
菌
作
用
催
進
能
力
A

抗

原
性
（
免
疫
元
性
）
能
働
力
ト
同
格
ナ
Y

コ
ト
ヲ
認
識
シ
、
従
－
プ
（
四
）
煮
沸
鴻
液
A

生
鴻
液
ヨ

y
モ
同
一
用
量
－
一
－
7

A

一
面
毒
力
小
ユ
シ
ア
而

ジ
ア
他
面
抗
原
性
（
兎
疫
一
克
性
）
能
働
力
大
ナ

Y

コ
ト
ノ
立
読
ヲ
皐
グ
得
タ
U
Y

モ
ノ
ナ

y
。

一
般
ュ
見
疫
一
克
材
料
ナ
Y
毛
ノ
A

最
初
先
グ
第
一
ユ
喰
細
胞
－
一
嬬
取
セ
ラ
レ
所
謂
消
化
管
外
消
化
ヲ
途
グ
ラ

Y

、
ニ
依

7
・
プ
始
メ
ア
免
疫

一
克
ト
シ
ア
ノ
効
力
ヲ
費
揮
ス

Y

－一至
U
Y

モ
ノ
ナ
叫
ノ
。
故
－
一
ヨ
ジ
如
何
程
見
疫
元
物
質
ノ
合
量
大
ナ
η
ノ
ト
雄
、
コ
レ
ガ
喰
細
胞
－
一
揖
取
消
化
サ
レ

難
キ
場
合
A

兎
疫
的
効
果
A

弱
小
ナ
Y

モ
ノ

ナ
ソ。

余
等
ガ
蹴
ニ
報
告
セ
Y

赤
痢
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
免
疫
準
的
研
究
－
一
於
ア
遁
ペ
タ
U
Y

ガ
如
ク
該
「
ヲ
ク
チ
ン
」
及
ピ
蘭
鰹
ガ
徒
－
一
局
所
並
ピ
－
一

全
身
反
臆
強
烈
ナ

y
シ
割
合
－
一
左
程
免
疫
的
効
果
ノ
大
ナ
ラ
ザ
η
ノ
ジ
所
以
モ
亦
タ
賞
品
悲
ニ
存
ス
w
y

モ
ノ
ナ

9
0
ソ
レ
故
－
一
或
Y
兎
疫
元
材
料

ノ
免
疫
元
ト
シ
ア
ノ
債
値
如
何
ヲ
論
ゼ
シ
ト
欲
セ
バ
第
一
先
グ
葉
ノ
材
料
ガ
喰
憶
セ
ラ
レ
易
キ
モ
ノ
ナ
Y
カ
否
カ
ヲ
検
査
ス

y
コ
ト
A

必
要

0

0

0

0

0

0

0

0
 

ナ
Y
事
項
タ
ラ
ナ
w
y

ペ
カ
ラ
ズ
。
果
ジ
ア
然
M
F

ナ
ラ
バ
生
鴻
液
A

煮
櫨
液
ヨ

y
モ
叉
A

菌
液
ヨ

y
モ
免
疫
元
ト
シ
ア
ノ
債
値
大
ナ

Y

モ
ノ
ト

謂
A

ザ
M
F

可
カ
ラ
ズ
。
第
二
－
一
A

其
ノ
材
料
ガ
『
毒
力
』
出
来
Y
ダ
ケ
微
弱
ナ
Y
ペ
キ
コ
ト
ヲ
必
要
ト
ス

Y

毛
ノ
ナ

9
0
此
ノ
貼
－
一
就
－
プ
モ
亦



0

0

0

0

0

0

0

0

・

タ
生
滅
液
ヨ
ロ
ノ
モ
叉
A

菌
液
ヨ

y
モ
煮
漉
液
ノ
方
ガ
優
越
セ
w
y

モ
ノ
タ

Y

コ
ト
A

明
白
ナ

y
。
第
三
－
二
其
ノ
材
料
ノ
合
有
ス

Y
見
疫
元
性
物

質
絶
調
量
ガ
可
及
的
大
ナ
Y
ペ
キ
ヲ
必
要
ト
ス

Y
毛
ノ
ナ
η
ノ
。
此
ノ
黙
A

生
鴻
液
ナ

y
、
業
櫨
液
ナ

9
、
或
A

菌
液
ナ

y
ノ
濃
度
ヲ
種
々
一
一
加

0

0

0

 

減
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ
リ
ノ
ア
種
々
－
一
左
右
セ
ラ

Y
ペ
キ
ガ
故
－
一
原
則
的
三
ニ
者
中
ノ
何
V

ガ
優
越
セ

Y

毛
ノ
ナ
η
ノト
A

定
ム
w
y

コ
ト
不
可
能
ナ
Y

屯
ノ
ナ

y
。
唯
ダ
細
菌
性
見
疫
元
性
物
質
A

百
度
三
十
分
位
ノ
加
熱
－
一
ア
モ
依
然
ト
ジ
－
プ
保
存
セ
ラ

y
、
モ
ノ
ナ

y
ト
ノ
認
識
－
一
ア
十
分
ナ

Y

モ
ノ
ト
ス
。

余
等
ノ
上
記
ノ
貫
駿
A

三
十
分
間
煮
沸
鴻
液
ト
生
滅
液
ト
ノ
比
較
ナ
レ
ド
モ
生
・
柔
雨
鴻
液
ノ
兎
疫
皐
上
ノ
差
別
A

歴
然
タ

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア

各
種
見
疫
元
材
料
ノ
優
劣
ヲ
判
定
ス

Y
上
ニ
於
－
プ
ノ
確
乎
b
y
y

基
礎
ア
充
分
－
一
明
示
シ
得
タ

Y

モ
ノ
ト
信
ズ
。

九

結

一
、
海
狽
ノ
血
行
中
－
一
於
ア
細
菌
（
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
）
ガ
自
然
喰
菌
作
用
ヲ
受
ク

Y

ニ
営

ydプ
三
十
分
以
前
日
一
志
賀
赤
痢
蘭
七
日
間
肉
汁
培

養
ヨ
9
得
タ
Y
生
鴻
液
ヲ
注
射
セ

Y
場
合
ヨ
ソ
モ
三
十
分
間
業
協
液
ヲ
注
射
セ

Y
場
合
ノ
方
ガ
喰
燐
作
用
大
ナ

y
キ
。
而
シ
ア
何
レ
ノ
場
合

モ
掛
照
ト
シ
ア
中
性
肉
汁
ヲ
法
射
セ
ラ
レ
タ
叫
ノ
ジ
モ
ノ
ヨ

y
モ
喰
燐
作
用
A

大
ナ
リ
キ
。

二
、
印
チ
一
般
自
然
喰
燈
作
用
－
一
営

y
－プ
A

其
ノ
際
或
Y
細
菌
性
（
此
ノ
場
合
－
一
ア
A

志
賀
赤
痢
菌
）
ノ
生
穂
波
ガ
合
併
ス

Y
時
A

此
ノ
作
用

ガ
増
強
セ
ラ
レ
而
U

J

e

プ
生
滅
液
ノ
代
時
ノ
－
一
美
櫨
液
ガ
合
併
ス

Y
時
A

夏
－
一
一
層
増
強
セ
ラ
レ
ア
蕊
－
一
最
大
ノ
喰
煉
作
用
ヲ
発
揮
ス

Y

－一至

M
Y

モ
ノ
ナ
Y

コ
ト
ヲ
知
U
F
O

論

三
、
海
狽
－
一
一
割
ス

Y
最
小
致
死
量
ノ
検
査
－
一
ア
毛
、
或
A

血
中
白
血
球
ノ
推
移
ノ
関
係
－
一
於
－
ア
モ
量
的
ニ
殆
ン
ド
相
一
致
hv
－
ア
生
繍
液
ヨ
リ
モ

美
穂
波
／
方
ガ
毒
力
小
ト
ナ
レ

y
。
詳
シ
グ
日
ヘ
バ
蓑
鴻
液
ノ
毒
力
ガ
一
・

O
ト
ス
レ
バ
生
滅
液
ノ
毒
力
A

一
・
四
｜
一
・
五
ノ
割
合
ナ

y
キ。

四
、
故
－

r結
局
案
鴻
液
A

生
滅
液
ニ
比
hv

一
方
毒
一
力
小
－
一
ア
ア
η
ノ
ナ
ガ
ラ
他
方
兎
疫
元
性
龍
働
力
大
ナ
Y

モ
ノ
タ

Y

コ
ト
ガ
立
誼
セ
ラ
レ
タ

1) 。
玉
、
見
疫
元
材
料
ヲ
注
射
セ

Y
結
果
ト
シ
ア
（
第
一
）
白
血
球
過
多
ヲ
来
ス
程
度
ノ
大
ナ
Y

モ
f

、
方
ガ
葉
ノ
程
度
ノ
小
ナ
Y

モ
ノ
ヨ
リ
モ
一
免

ムハ＝一〉

第
四
巻

F『

原

著、4

猪

口

i¥ 
凶

（
第
六
披



第
四
巻

F「

原

善
、」

日

i¥ 
四

〈
第
六
時
抗

六
四
〉

猪

疫
一
万
性
能
働
力
大
ナ

y
。
マ
タ
（
第
二
）
免
疫
元
材
料
注
射
ノ
結
果
ト
シ
－
プ
大
ナ
Y
喰
燥
作
用
ァ
来
シ
タ
Y

モ
ノ
、
方
ガ
小
ナ
Y
喰
雄
作
用
ア

来
シ
タ

Y
モ
ノ
ヨ

9
モ
兎
疫
一
克
性
能
働
力
大
ナ
Y
屯
ノ
ナ

9
0
是
レ
見
疫
皐
上
甲
・
乙
ノ
見
疫
元
材
料
ノ
見
疫
元
性
能
働
力
ヲ
比
較
ス

Y
潟

メ
ノ
一
般
的
指
標
ト
ナ
ジ
得
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
o

六
、
以
上
ノ
事
質
A

必
ズ
シ
宅
、
（
一
）
志
賀
赤
痢
菌
、
（
ニ
）
七
日
間
肉
汁
培
養
、

3
C
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
等
－
一
ノ
ミ
限
定
セ
ラ
レ
タ
Y
特
殊

ノ
所
見
－
二
ア
ラ
ズ
シ
ア
如
何
ナ
Y
細
菌
ノ
生
・
柔
南
浦
液
－
一
ア
号
、
如
何
ナ
Y
培
養
基
ヨ
リ
ノ
得
タ
Y
毛
ノ
ニ
ア
モ
、
如
何
ナ

Y
菌
株
ノ
喰

燈
ニ
向
ッ
ア
モ
、
共
通
的
ナ
Y

一
般
的
免
疫
皐
上
ノ
原
則
ト
ジ
ア
取
扱
A

Y
ペ
キ
モ
ノ
ナ

9
0

七
、
以
上
ノ
所
見
－
一
基
キ
ア
非
特
殊
性
蛋
白
類
脂
龍
ノ
注
射
－
一
因
Y

所
謂
非
特
殊
性
見
疫
或
A

所
謂
刺
戟
療
法
／
意
義
ノ
一
部
ガ
鮮
明
セ
ラ

ν
、
同
時
－
一
此
ノ
如
そ
刺
戟
韓
ト
シ
ア
治
療
的
－
一
使
用
ス
ペ
キ
モ
ノ
A

現
今
提
出
子
プ
レ
居
u
y

ガ
如
キ
非
細
菌
性
生
蛋
白
及
ピ
類
脂
膿
叉
A

細
菌
性
蛋
白
樫
及
ピ
類
脂
鰹
ヨ
リ
モ
細
菌
性
煮
沸
免
疫
一
克
ノ
方
ガ
合
理
的
ナ

Y
ペ
キ
コ
ト
ノ
推
断
ヲ
下
ジ
得
ペ
シ
。
郎
チ
養
抗
原
A

此
ノ
貼

－一一炉、－
T

ノ
モ
亦
タ
新
タ
ナ
Y
貫
用
上
ノ
意
義
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ

y
。


